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[寄稿文] 

栄養士の皆様に対する感謝と期待 

衆議院議員 森英介 

 

  長谷川克己支部長はじめ日本

栄養士連盟千葉県支部の皆様に

は、日頃から、栄養指導を通じ

て千葉県民の健康管理と食生活

の向上に多大なご貢献をされて

いることに深く敬意と感謝を捧

げます。又、私ども自由民主党

に対しましても、いついかなる

時にも温かいご支援をお寄せい

ただいており、心から厚く御礼

申し上げます。 

   さて、釈迦に説法とは存じますが、栄養士という

資格の成立ちを振り返ってみました。そもそもは、

第二次世界大戦後に遡るようです。焦土と化した我

が国は、食料難の時代で、食料不足から多くの日本

人が栄養失調状態に陥りました。そこで、国民の栄

養状態を調べたり、限られた食料を有効に活用する

方法を考えたりすることの必要性が高まり、栄養学

の研究成果に基いて栄養の指導を業とする人が求め

られるようになりました。こうした社会的要請に応

えるべく 1948年に栄養士法が施行され、栄養士とい

う専門職が生れました。 

   なお、厳密に言えば、栄養士という職種そのもの

は、大正時代から既に存在していたようです。当時

は、栄養手と呼ばれており、養成学校も設置されて

いたと聞きます。又、戦時中に、栄養士法の前身と

も言うべき栄養士規則が制定されていることも、特

筆すべき出来事と考えます。このような成立ちから

して、栄養士の発祥の地が日本だというのも興味深

いことです。 

   今や、栄養士、管理栄養士の皆様は、病院、社会

福祉施設、企業、学校、行政機関など様々な施設で、

栄養に関する指導・助言や食事の管理などの役割を

担っていらっしゃいます。こうした施設で提供され

る食事については、多くの場合、食事をする側が食

事の中身を選べないでしょうから、必要にして十分

な栄養の食事になっているかどうかは、一に掛って

栄養士の皆様の責任ということになります。加えて、

人間には、それぞれ嗜好がありますから、それぞれ

の嗜好をそれなりに満足させるということも当然な

がら求められるに違いありません。食材価格が高騰

する中、日々、こうした条件を満たす食事の内容を、

それも、決められた費用の範囲内で考えるというの

は、至難のワザのように思われます。こうした職責

を担っている皆様のご苦労がしのばれます。 

  ところで、ここ数年来、新型コロナウィルス感染

症が世界中で猛威を奮い、私たちは、パンデミック

が人類にとって大きなリスクとなることを身をもっ

て経験しました。又、世界二大国の一つであるロシ

アが隣国ウクライナを侵略したことにより、世界大

戦にもつながりかねない戦争が現代でも起り得るこ

とを思い知らされました。更に、以前から指摘され

ていた気候変動がいよいよ顕著になってきて、それ

に伴う災害の多発化、激甚化も日常化してきました。 

  こうした非常時とも言える状況の中、食料安全保

障の重要性がこれまで以上に強く認識されるように

なってきました。その取組みに当っては、必要な食

料の確保ということも勿論重要な課題ですが、確保

した食料を如何に有効活用するかということも負け

ず劣らず重要な課題でありましょう。そして、後者

については、栄養士の皆様のご意見がまさに指針と

なるのではないかと思います。このように栄養士の

皆様の役割は一層拡大し、その社会的責任は、一層

重くなってくると考えられます。 

 そのような局面に立っている今、皆様の一層のご活

躍、ひいては、日本栄養士連盟千葉県支部の更なる

ご発展を心よりお祈り申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

他支部を参考に12月号に栄養士議員連盟加盟の先

生から、寄稿文をいただき掲載することとしました。 

森英介先生には、ご多忙中の折にもかかわらず、

ご執筆いただきありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

連盟千葉県支部へのご理解を 

 幹事長代理 高澤博道  

  

政治と栄養士、関係があるのをご存じですか？ 
栄養士会に入会しただけでは栄養士の未来は守

れない 

 

連盟千葉県支部の活動内容 
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働く場の拡充、労働環境・処遇の改善、地位・身分

の向上、栄養士制度の充実、診療報酬・介護報酬の引

き上げなど、栄養士の声を議員連盟の国会議員に届け

る活動を行っています。 

 

 栄養士業務の大部分（栄養士の設置、配置数、業

務内容等）は法令に基づいています。法令の改正に

は国会議員へお願いするしかありません。普段から

我々の栄養士業務を多くの国会議員に理解してもら

うことが必要です。 

 

 栄養士・管理栄養士の地位向上には政治の力が欠

かせません。 

 

 公益社団法人の栄養士会では政治活動はできない

ことはご存じのとおりです。 

政治活動を行うための組織として日本栄養士会は、

1975（S50）年６月、仙台市で開催した総会にお

いて政治資金規正法に基づく政治団体として日本栄

養士連盟を設立しました。 

 

 社団法人日本栄養士会と日本栄養士連盟は組織上

は、それぞれ独立していますが、それぞれの役割分

担をきちんと果たしながら表裏一体となって活動し

ています。 

 

 以上のことを一人でも多くの方がご理解いただき

ご入会ください。 

 

 なお公務員であっても日本栄養士連盟千葉県支部

への入会は、何ら不利益の問題は生じないことをご

理解ください。 

そのほか千葉県栄養士会表彰、日本栄養士会表彰、

千葉県知事表彰、厚生労働大臣表彰、叙勲等の各表

彰にも何ら不利益を与えるものではないことを念の

ためお知らせしておきます。 

 

１．千葉県支部の近況 

  今年度総会において退任役員の補充と組織の活

性化を図ることを目的として常任幹事 3 名の補充

を行いました。いずれの方も勤務していることか

ら、常任幹事打ち合せ会は、土曜日または日曜日

の午前に行うこととしました。 

職域事業部の研修会における会員への入会案内

は、5月 8日から新型コロナ感染症は、感染症法の

2類から 5類に変更になり、従来の日常が戻りつつ

あることから、各職域事業部企画運営委員長の協

力を得て、4月から 10月末までに行いました。 

職域事業部の集合または Web 形式による研修会

において、押切副支部長、児玉副支部長代理、高

澤幹事長代理などと共に、延べ 8 回にわたって 2

入会案内を行い、日本栄養士連盟の理解を深めま

した。しかし、目に見える入会増の動きはありま

せんでした。 

昨年度会員で今年度会費未納の方をリストアッ

プし、9 月 29日付けで「会費納入のお願いについ

て」を 86 名の方に発送しました。 

2020年度、または 2021 年度会員で 2023年度未

納の 37名の方にも、納入依頼文を発送しました。 

10 月末に再度、未納の方に納入のお願いを発送

し合わせて 51名(11月 20 日現在)の方から納入を

いただきました。ありがとうございました。 

引き続き納入方ご協力をお願いします。 

 

２．政治活動報告 

9月 13日第 2次岸田第 2次改造内閣が発足し、

これに伴って豊田俊郎国土交通副大臣（参議員

議員）、渡辺博道復興大臣（衆議院議員）が退任

されました。お疲れさまでした。 

引き続き松野博一衆議院議員が官房長官に就

任され、沖縄基地負担軽減担当、拉致問題担当

を兼務されました。 

門山宏哲衆議院議員が法務副大臣に、松本尚

衆議院議員が防衛大臣政務官に就任されました。 

松本先生は、2021 年 10 月の当選から僅か 2

年での就任になります。おめでとうございます。 

(1)  豊田俊郎君と語る会 

ホテルニューオオタニ幕張 

押切副支部長出席 

国土交通副大臣として行ってきた土地問題

や交通施策、災害に備えた国土の強靱化など

について麻生自民党副総裁から紹介されまし

た。豊田先生からは、近年は、気候変動など

により頻繁に発生する豪雨などの非常災害に

備え、 防災・減災対策などを強化していく

ことや災害時の鉄道に関しての問題点を検討

する必要があるなどと述べられました。 

(2) 松本尚国政報告会 2023 

10月 14日(土)ホテル日航成田 

長谷川支部長出席 

前三重県知事、内閣府大臣政務官:鈴木英敬 

衆議院議員と防衛、経済など多方面にわたる

対談が行われた。その後、衆議院当選後、2

年間で行った事柄や内閣改造で就任した防衛

政務官の業務内容や取り組みなどについて紹

介されました。 
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３．会議の開催状況 

 第 2 回常人幹事打ち合わせ会 

日 時 2023 年 11 月 5 日（日）10:00～11:30 

場 所 千葉県栄養士会事務所 

出席者 長谷川支部長、押切副支部長、児玉財政

部長、高澤幹事長代理、以下常任幹事 

石橋、大塚、高倉、海老原本部常任幹事 

報 告：政治活動報告 

議 題 

① 今後の事業の執行について 

② 支部だより 48 号の発行・発送について 

③ 2024年度総会の開催について 

④ 会員の確保について 

⑤ 2024・2025 年度役員の改選について 

⑥ その他 

             高澤幹事長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．自由民主党「予算・税制等に関する政策懇談

会」に「2024年度（令和6年度）予算・税制等に関

する要望」を提出 

10月30日（月）、自由民主党本部で開催された

「予算・税制等に関する政策懇談会」に、日本栄養

士連盟井上幸子会長と（公社）日本栄養士会中村丁

次会長が出席し、連名で作成したで5項目にわたる

要望書を提出し説明しました。 

 

要望内容 

 平素は、本会に対してまして格別の御指導、御鞭

撻を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 栄養・食生活は、生命を維持し、子どもたちが健

やかに成長し、人々が健康で幸福な生活を送るため

に必要です。本会では、全ライフステージにおいて

栄養・食生活に関する様々な課題がある中、行政機

関はもとより、学校や保育所、企業、医療機関、福

祉施設など、多領域で展開されている栄養改善活動

において、より質の高い栄養の指導を目指し管理栄

養士・栄養士の人材育成、活動支援を行っています。 

 また、2021年12月に日本政府が開催した東京栄養

サミット2021でのコミットメントの実現に向け、わ

が国の栄養政策の国際展開を見据えた取組を加速化

させており、世界の持続可能な開発目標（SDGs）の

推進に貢献しております。 

 2024年度（令和6年度）政府予算の策定にあたり、

中曽根　弘　文 参議院 群馬県
尾　辻　秀　久 参議院 鹿児島県
田　村　憲　久 衆議院 三重4区
根　本　　　匠 衆議院 福島2区

会　長 山　東　昭　子 参議院 比例代表
会長代行 逢　沢　一　郎 衆議院 岡山1区
会長代理 鈴　木　俊　一 衆議院 岩手2区

高　市　早　苗 衆議院 奈良2区
遠　藤　利　明 衆議院 山形1区
櫻　田　義　孝 衆議院 千葉8区
武　見　敬　三 参議院 東京都
山　谷　えり子 参議院 比例代表
上　川　陽　子 衆議院 静岡1区
後　藤　茂　之 衆議院 長野4区
猪　口　邦　子 参議院 千葉県

幹事長 土　屋　品　子 衆議院 埼玉13区
幹　事 高　階　恵美子 衆議院 中国ブロック

事務局長 上　野　通　子 参議院 栃木県
橘　　　慶一郎 衆議院 富山3区
堀　内　詔　子 衆議院 山梨2区

最高顧問

顧　問

副会長

事務局長代理

栄養士議員連盟　役員名簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年2月現在

衆議院 参議院

門山宏哲、小林鷹之、松野博一
渡辺博道、櫻田義孝、林　幹雄
森　英介

石井準一、豊田俊郎
猪口邦子、臼井正一

栄養士議員連盟加盟議員 （千葉県）

会議の様子 
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次の事項について要望いたしますので何とぞ御高配

を賜りますようお願い申し上げます。 

重点要望事項 

1 「誰一人取り残さない持続可能な社会の実現」

に向けた栄養政策の充実強化 

（１） 日本の栄養改善活動の成果“Japan 

 Nutrition”（ジャパン・ニュートリション） 

を、世界に向けて発信・提案するための国際 

的にリーダーシップがとれる組織強化（厚生 

労働省栄養指導室の省令室化等） 

（２） 「健康日本21（第三次）」における食環境 

づくりへの予算拡充・推進体制の整備 

2 こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、

健やかな成長を社会全体で後押しするための

「栄養政策」の展開 

（１）「こどもの栄養政策」を担うための組織強

化（ことも家庭庁支援局における栄養系技官

の配置） 

（２）栄養教諭に期待される役割（職責）を遂行 

するための配置促進 

3 管理栄養士・栄養士の処遇改善 

4 物価・人件費等の高騰を鑑みた食事療養費及

び基準費用額（食費）の見直し 

5 管理栄養士・栄養士の一層の活躍に向けた養

成カリキュラム見直しの推進 

 

５．会費納入のお願い 

 栄養士連盟は健康づくり施策の推進、栄養士制度

の充実、診療報酬・介護報酬の改定、働く場の拡充、

地位、身分の向上、労働環境の改善などの達成に必 

要な政治活動を行うことを目的としています。会

員皆さまのご理解とご協力をお願いします。 

 支部だよりは、千葉県栄養士会会員の全員に配布

しています。すでに会費を納入された方、連盟支部

を退会された方は、行き違いになりますことご容赦

ください。 

 

○ 連盟会費の納入方法 

会費は日本栄養士連盟 1,000 円、各都道府県支部

1,000 円の合計 2,000 円です。郵便局から振込用紙

（郵便局にあるもの）、または電信で納入する方法で

す。 

口座記号番号は、[記号]００１２０＝３、[番号]

６５１７７４、[加入者名]日本栄養士連盟千葉県支

部、振込用紙には、必ず栄養士会会員番号、所属職

域事業部名、自宅郵便番号、住所、氏名、電話番号

をご記入下さるようお願いします。 

 

〇日本栄養士連盟ホームページについて 

 内容は、日本栄養士連盟の概要、活動状況、都道

府県支部一覧、入会案内、都道府県活動だよりなど

が掲載されています。 

 また、2021 年度末に全面改定された「栄養士制度 

が掲載されています。 

 栄養士制度の発展や聯盟活動を知る上で参考にな

ります。ぜひともご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

「栄養士制度発展のあゆみと連盟活動」補足（３） 

 2021 年度末に全面改定された「栄養士制度発展の

あゆみと連盟活動」に、誌面の制約のため書き表す

ことが出来なかった事項について、法人設立 50 周

年記念事業：「社団法人設立 50 周年記念誌（日本栄

養士会のあゆみ）」、創立 70 周年記念事業：「公益社

団法人日本栄養士会のあゆみ」などを参考に記載し

ます。 

佐伯栄養学校同窓会「栄養士会」の設立 

 佐伯栄養学校は、大正 14 年 4 月に開校され、15

年 3 月に 13 名が卒業しました。その後遅れて入学

した 2 名が卒業しました。卒業生は同窓会を「修食

会」と称しましたが、昭和 4 年頃から「栄養士会」

と称するようになり、昭和 15 年頃には、多数の会員

を擁していたといわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   佐伯会長（中央）を囲む栄養士会幹事会 
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